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叙
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一
面
　
第
四
十
回
全
国
木
材
産
業
振
興

　
　
　
大
会
を
金
沢
市
で
開
催
　
業
界

　
　
　
人
自
ら
意
見
発
表

二
面
　
大
会
宣
言
を
決
議
し
、
要
請
行

　
　
　
動
で
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
　
功
労

　
　
　
者
を
表
彰

三
面
　
大
会
会
長
挨
拶

四
面
　
木
づ
か
い
応
援
団
活
動
始
ま
る

　
　
　
景
況
調
査

第
　　
回
全
国
木
材
産
業
振
興
大
会

４０

〜
築
け
「
木
づ
か
い
」
新
時
代
。
目
指
せ
、
次
世
代
、
木
の
文
化
〜

　　　　石
川
県
立
音
楽
堂
に
全
国
か
ら
参
集

　
全
木
連
と
全
木
協
連
が
主
催
す
る
第
四
十
回
全
国
木
材
産

業
振
興
大
会
は
、
十
月
十
九
日
に
石
川
県
金
沢
市
の
「
県
立

音
楽
堂
・
邦
楽
ホ
ー
ル
」
で
開
催
さ
れ
た
。
大
会
担
当
は
全

木
連
北
陸
支
部
、
開
催
地
担
当
は
石
川
県
木
材
組
合
連
合
会

と
石
川
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会
。

　
第
一
部
の
大
会
議
事
で
は
、
式
典
に
続
き
、
意
見
発
表
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ど
う
築
く
木
材
利
用
の
新
時
代
」
が
行
わ
れ
、

そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
別
掲
の
大
会
宣
言
決
議
を
満
場
一
致
で

決
議
し
た
。
第
二
部
の
表
彰
式
で
は
、
退
任
団
体
長
表
彰
、

木
材
産
業
功
労
者
表
彰
、
協
同
組
合
事
業
功
績
者
及
び
優
良

組
合
表
彰
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
後
、
郷
土
芸
能
が
披
露
さ
れ

て
、
大
会
ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
、
懇
親
会
に
移
り
、
盛
況
の

う
ち
に
閉
幕
し
た
。

　
　　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　

―

―

　
国
歌
斉
唱
の
後
、
久
保
新
六
福
井
県

木
連
会
長
の
開
会
の
こ
と
ば
が
あ
り
、

続
い
て
全
員
で
物
故
者
に
黙
祷
を
捧
げ

た
。
開
催
地
を
代
表
し
て
向
河
原
辰
郎

北
陸
支
部
長
・
石
川
県
木
連
会
長
か
ら

歓
迎
挨
拶
が
あ
っ
た
。
次
い
で
、
主
催

者
を
代
表
し
て
、
大
会
会
長
の
庄
司
橙

太
郎
全
木
連
会
長
が
別
項
の
挨
拶
を
行

っ
た
。

　
来
賓
祝
辞
で
は
、
農
林
水
産
大
臣（
代

理
＝
黒
木
幾
雄
林
野
庁
次
長
）、国
土
交

通
大
臣
（
代
理
＝
小
田
広
昭
木
造
住
宅

振
興
室
長
）、石
川
県
知
事
（
代
理
＝
杉

本
勇
寿
副
知
事
）、金
沢
市
長
（
代
理
＝

須
野
原
雄
助
役
）
か
ら
木
材
産
業
を
支

援
・
激
励
す
る
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
安
藤
直
人
東
京
大
学
大
学
院
教
授
を

司
会
に
、
次
の
五
氏
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
意
見
を
発
表
し
た
。

　
「
京
都
議
定
書
目
標
達
成
に
向
け
て
」

（
伊
藤
木
材
㈱
・
伊
藤
宏
一
氏
）、「
木
材

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
育
成
を
」（
㈲
三
田

材
木
店
・
三
田
通
廣
氏
）、「
ど
う
築
く
木

材
利
用
の
新
時
代
」（
　（　）資
木
村
木
材
・
木

村
秋
英
氏
）、「
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
で
の
差
別

化
戦
略
に
つ
い
て
」（
㈱
丸
七
ヒ
ダ
川
ウ

ッ
ド
・
杉
山
計
弘
氏
）、「
次
の
世
代
に
向

旭
日
小
綬
章
　
新
間
　
溥
二
（
静
　
岡
）

旭
日
小
綬
章
　
中
谷
　
　
弘
（
和
歌
山
）

黄
綬
褒
章
　
笠
木
　
和
雄
（
愛
　
知
）

17
年
秋
）

　
Ⅰ
　
大
会
式
典

　
　
　　
五
名
の
業
界
人
が

　
　
　　
　
　
意
見
発
表

　
　
　
　木
材
は
時
代
と

　
　
　
　　
　
ず
れ
て
い
な
い

　Ⅱ
　意
見
発
表

　
　
　
第
一
部
　
大
会
議
事



　
第
40
回
全
国
木
材
産
業
振
興
大
会

　
　
　
　
　
栄
え
の
受
賞
者

　　　　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）
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け
木
材
業
界
へ
の
新
た
な
提
言
」（
㈱
ム

ラ
モ
ト
・
村
本
喜
義
氏
）。

　
こ
れ
ら
の
意
見
に
つ
い
て
、
安
藤
教

授
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
コ
メ
ン
ト
し
、
ま

と
め
と
し
て
「
勇
気
あ
る
意
見
発
表
を

い
た
だ
い
た
。
木
材
は
、
時
代
と
ず
れ

て
い
る
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
。

プ
レ
カ
ッ
ト
な
ど
流
れ
の
変
わ
り
方
が

急
激
だ
っ
た
。
そ
れ
で
も
か
ま
わ
な
い

地
域
、
つ
ま
り
大
都
市
の
商
流
は
確
実

に
変
わ
っ
た
。
二
間
続
き
の
和
室
で
売

っ
た
メ
ー
カ
ー
も
、
今
は
二
間
の
和
室

は
な
い
と
い
う
。
一
度
釣
れ
た
漁
場
で

は
、
二
度
は
釣
れ
な
い
の
と
同
じ
。
木

を
使
い
ま
し
ょ
う
と
言
い
続
け
る
こ
と

が
重
要
で
、
環
境
問
題
（
か
ら
の
切
り

口
で
木
材
利
用
を
訴
え
る
こ
と
）
は
分

か
り
に
く
い
が
、
産
業
と
し
て
は
重
要
。

（
木
材
を
使
う
と
き
）
銘
木
を
使
っ
た

ら
、
そ
こ
で
完
結
し
て
し
ま
う
。
目
荒

な
も
の
で
も
、
ユ
ー
ザ
ー
が
色
を
塗
っ

た
り
出
来
る
よ
う
な
可
能
性
を
も
た
せ

る
こ
と
が
商
品
開
発
と
し
て
は
重
要
だ
。

木
材
は
特
殊
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
を

理
解
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

Ⅲ
　
大
会
宣
言
決
議

　
　
第
二
部
　
表
彰
式

　
ま
ず
、
並
木
瑛
夫
全
木
協
連
会
長
が

挨
拶
し
、
次
い
で
、
来
賓
の
林
野
庁
長

官
（
代
理
＝
黒
木
幾
雄
林
野
庁
次
長
）

か
ら
祝
辞
が
あ
っ
た
。

　
表
彰
は
、
ま
ず
、
前
大
会
以
降
の
退

任
団
体
長
に
対
す
る
表
彰
が
あ
り
、
全

木
連
会
長
、
全
木
協
連
会
長
か
ら
感
謝

状
が
贈
ら
れ
た
。
次
い
で
、
木
材
産
業

功
労
者
の
表
彰
と
な
り
、
林
野
庁
長
官

か
ら
感
謝
状
、
全
木
連
会
長
か
ら
表
彰

状
が
贈
ら
れ
た
。
次
に
、
協
同
組
合
事

業
功
績
者
及
び
優
良
組
合
の
表
彰
が
あ

り
、
林
野
庁
長
官
か
ら
感
謝
状
、
全
木

協
連
会
長
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
た
。

　
最
後
に
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
富
山

県
の
田
邊
嶽
之
氏
が
謝
辞
を
述
べ
て
、

表
彰
式
を
終
了
し
た
。

　
次
い
で
、
次
期
開
催
地
代
表
挨
拶
と

な
り
、
山
根
恒
弘
中
国
支
部
長
・
広
島

県
木
連
会
長
が
、
同
支
部
の
参
加
者
多

数
と
と
も
に
登
壇
し
て
挨
拶
し
、
次
期

大
会
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
た
。

　
諏
方
富
作
新
潟
県
木
連
会
長
が
閉
会

の
こ
と
ば
を
述
べ
た
後
、
舞
台
は
、
郷

土
芸
能
披
露
に
転
換
。
金
沢
芸
妓
連
に

よ
る
素
囃
子
で
華
や
か
に
閉
幕
し
た
。

　
　
大
会
の
決
議
事
項
に
基
づ
く

　
　
　
　
　
要
請
行
動
を
展
開

　
大
会
で
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
た
宣

言
決
議
と
特
別
決
議
に
基
づ
き
、
十
月

二
十
六
日
、
全
木
連
後
藤
副
会
長
ほ
か

常
勤
役
員
が
中
心
と
な
り
、
三
十
四
人

の
関
連
国
会
議
員
に
要
請
行
動
を
行
っ

た
。
ア
ポ
イ
ン
ト
な
し
の
要
請
活
動
で

あ
っ
た
が
、
国
会
開
会
中
の
慌
た
だ
し

い
中
で
も
、
在
室
し
た
先
生
方
か
ら
は

逆
に
激
励
を
受
け
る
場
面
も
あ
っ
た
。

各
都
道
府
県
木
連
で
も
、
地
元
の
関
係

議
員
、
知
事
な
ど
へ
の
要
請
行
動
が
全

国
で
行
わ
れ
て
い
る
。

宣
言
決
議

一
、
消
費
者
と
連
携
し
、
地
球
環
境
と

健
康
に
優
し
い
「
木
づ
か
い
運
動
」
を

推
進
し
よ
う

一
、「
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
」・
原
産
地
等
表
示
木

材
の
普
及
推
進
で
、
消
費
者
へ
確
か
な

情
報
を
届
け
よ
う

一
、
木
材
産
業
の
活
性
化
に
資
す
る
住

宅
減
税
を
拡
充
し
よ
う

一
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
林
産
物
関
税
を
堅
持
し
、

違
法
伐
採
材
の
輸
入
を
拒
否
し
よ
う

一
、
地
球
温
暖
化
防
止
を
図
る
た
め
、

環
境
税
の
創
設
を
実
現
し
よ
う

一
、
環
境
税
の
税
収
の
使
途
に
、
森
林

吸
収
源
対
策
、
木
材
利
用
の
推
進
を
位

置
づ
け
よ
う

灰
甚
一
▼
静
岡
＝
新
間
溥
二
▼
大
阪
＝

飯
田
正
夫
▼
山
口
＝
中
井
寅
之
助
▼
徳

島
＝
岡
田
幸
助
▼
高
知
＝
門
田
成
耕
▼

福
岡
＝
坂
本
喬
▼
長
崎
＝
江
藤
豊

全
木
連
会
長
感
謝
状

▼
山
形
＝
富
樫
憲
一
▼
埼
玉
＝
木
村
卓

司
▼
富
山
＝
石
灰
甚
一
▼
静
岡
＝
新
間

溥
二
▼
徳
島
＝
岡
田
幸
助
▼
高
知
＝
門

田
成
耕
▼
福
岡
＝
坂
本
喬
▼
長
崎
＝
江

藤
豊

全
木
協
連
会
長
感
謝
状

▼
山
形
＝
富
樫
憲
一
▼
埼
玉
＝
木
村
卓

司
▼
材
商
＝
早
川
淳
▼
新
東
京
＝
河
野

義
定
▼
原
木
＝
江
間
洋
介
▼
富
山
＝
石

林
野
庁
長
官
感
謝
状

▼
北
海
道
＝
阿
部
敦
彦
▼
宮
城
＝
亀
山

征
弘
▼
秋
田
＝
田
口
宗
良
▼
栃
木
＝
山

口
武
夫
▼
群
馬
＝
御
供
誠
太
郎
▼
石
川

＝
吉
川
正
美
▼
岐
阜
＝
小
栗
史
司
▼
兵

庫
＝
宇
野
金
市
▼
広
島
＝
山
根
恒
弘
▼

愛
媛
＝
稲
田
保
美
▼
高
知
＝
田
岡
秀
昭

▼
大
分
＝
大
森
繁
史
▼
宮
崎
＝
高
嶺
清

二
▼
全
市
連
＝
上
原
昭
一
▼
フ
ロ
ー
リ

ン
グ
＝
田
伏
恬
弘

全
木
連
会
長
表
彰
状

▼
北
海
道
＝
秋
元
紀
幸
、
山
田
義
信
、

廣
瀬
英
雄
▼
岩
手
＝
豊
田
肇
彦
、
稲
村

吉
則
▼
秋
田
＝
畑
山
　
誠
▼
山
形
＝
佐

藤
佶
、
鈴
木
嘉
明
▼
福
島
＝
新
田
繁
▼

茨
城
＝
大
部
弘
次
▼
栃
木
＝
渡
辺
博
司

▼
群
馬
＝
鑓
田
貴
一
郎
、
寺
島
順
一
▼

千
葉
＝
七
五
三
野
秀
次
、
植
竹
政
太
郎

▼
山
梨
＝
野
中
敏
光
▼
東
京
＝
向
殿
誠

二
、
小
川
勇
一
、
田
中
直
木
、
五
木
田

睦
治
、
村
井
宏
二
▼
新
潟
＝
松
岡
敏
宣

▼
富
山
＝
岩
河
一
郎
、
大
鋸
谷
恒
夫
▼

石
川
＝
鍋
谷
進
▼
福
井
＝
林
實
、
古
川

宏
、
井
上
勉
▼
長
野
＝
浅
見
昌
敏
、
小

宮
山
武
▼
静
岡
＝
竹
田
満
雄
、
小
楠
輝

治
、
駒
形
昌
利
、
沖
元
男
、
榛
村
保
、

石
川
太
久
治
▼
岐
阜
＝
今
井
久
喜
、
杉

山
哲
好
▼
愛
知
＝
宇
治
憲
康
、
石
原
康

弘
、
水
谷
博
光
、
川
岸
功
雄
▼
三
重
＝

尾
山
晴
正
、
三
田
通
廣
▼
滋
賀
＝
奥
野

信
昭
▼
大
阪
＝
桐
野
江
修
策
、
岡
澤
利

治
▼
兵
庫
＝
小
野
一
二
三
▼
和
歌
山
＝

木
村
壹
紀
▼
島
根
＝
福
島
延
好
▼
岡
山

＝
水
島
源
治
▼
広
島
＝
青
原
芳
一
、
菅

野
康
則
、
山
崎
照
志
▼
山
口
＝
大
田
保

▼
徳
島
＝
佐
々
木
隆
雄
▼
香
川
＝
氏
部

直
一
▼
愛
媛
＝
菊
地
唯
司
、
森
田
清
数
、

門
屋
一
夫
▼
福
岡
＝
樋
口
昭
和
、
椎
窓

勉
▼
熊
本
＝
光
永
初
男
▼
大
分
＝
吉
森

政
和
▼
宮
崎
＝
平
吉
廣
年
▼
鹿
児
島
＝

今
吉
光
雄
▼
沖
縄
＝
富
山
裕
策
▼
全
市

連
＝
名
村
正
治
▼
木
材
防
腐
＝
松
本
義

勝
▼
プ
レ
カ
ッ
ト
＝
大
塚
祥
文
▼
バ
ー

前
大
会
以
降
退
任
団
体
長
表
彰

木
材
産
業
功
労
者
表
彰

　
次
い
で
、
大
会
宣
言
決
議
案
を
小
池

善
英
富
山
県
木
連
会
長
が
提
案
し
、
満

場
一
致
で
決
議
。
さ
ら
に
、
吉
条
良
明

全
木
協
連
副
会
長
が
特
別
決
議
を
提
案

し
、
満
場
一
致
で
決
議
さ
れ
た
。
こ
れ

を
受
け
て
、
庄
司
大
会
会
長
が
決
意
表

明
を
行
い
、
業
界
自
ら
の
取
組
み
は
も

と
よ
り
、
関
係
方
面
へ
も
強
く
要
請
し

て
、
早
期
実
現
を
図
る
決
意
で
あ
り
、

そ
の
た
め
の
支
援
、
協
力
を
お
願
い
し

た
い
旨
を
述
べ
て
、
第
一
部
を
終
え
た
。
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ク
堆
肥
＝
今
田
直
樹

　
協
同
組
合
事
業
功
績
者

　
　
　　　　及
び
優
良
組
合
表
彰

戸
和
子
▼
問
屋
＝
亀
井
吉
隆
、
平
岩
堅

一
▼
材
商
＝
天
野
洋
一
郎
、
加
藤
尚
▼

新
東
京
＝
廣
木
俊
一
、
橋
本
尚
久
▼
木

場
製
材
＝
小
野
木
隆
雄
▼
原
木
＝
島
根

幹
夫
▼
富
山
＝
原
野
省
三
▼
石
川
＝
加

藤
悦
大
、
増
江
博
夫
▼
福
井
＝
齋
藤
豊

美
、
北
西
良
幸
▼
長
野
＝
千
村
高
穂
▼

静
岡
＝
中
島
公
望
、
福
島
覚
▼
岐
阜
＝

安
江
紳
司
、
早
川
貴
典
▼
愛
知
＝
渡
邉

佳
彦
、
丹
羽
照
次
▼
三
重
＝
野
地
洋
正
、

岩
口
政
三
▼
和
歌
山
＝
奥
山
圭
治
▼
島

根
＝
協
同
組
合
プ
レ
テ
ク
ノ
し
ま
ね
▼

岡
山
＝
門
田
宗
治
▼
広
島
＝
姉
川
正
史
、

小
林
敏
秀
▼
山
口
＝
錦
川
流
域
木
材
協

同
組
合
▼
徳
島
＝
岩
佐
均
▼
香
川
＝
山

下
美
博
▼
高
知
＝
北
村
正
一
郎
▼
熊
本

＝
松
本
喜
一
、
河
津
悦
雄
▼
大
分
＝
岡

田
邦
彦
▼
宮
崎
＝
谷
巌
▼
鹿
児
島
＝
岩

下
清
文
▼
沖
縄
＝
宮
里
盛
一

　
大
会
会
長
挨
拶

　
　
社
団
法
人
　
全
国
木
材
組
合
連
合
会
　
会
長
　
庄
司
橙
太
郎

　
第
四
十
回
全
国
木
材
産
業
振
興
大
会

の
開
催
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
本
大
会
を
、
第
二
十
九
回
大
会
以
来

十
一
年
ぶ
り
に
こ
こ
金
沢
市
に
お
い
て

開
催
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
公
務
ご
多
端

の
な
か
、
農
林
水
産
大
臣
、
国
土
交
通

大
臣
、
林
野
庁
長
官
、
石
川
県
知
事
、

金
沢
市
長
は
じ
め
、
多
く
の
ご
来
賓
の

ご
臨
席
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
全
国
各
地
か
ら
多
数
の
会

員
、
友
好
団
体
の
皆
様
を
お
迎
え
し
、

記
念
す
べ
き
第
四
十
回
大
会
を
か
く
も

盛
大
に
開
催
出
来
ま
す
こ
と
は
誠
に
光

栄
で
あ
り
ま
す
。
関
係
者
の
皆
様
に
対

し
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
こ
金
沢
は
、
古
い
文
化
と
伝
統
の

上
に
近
代
的
産
業
を
発
展
さ
せ
、
北
陸

の
文
化
経
済
の
中
心
地
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
能
登
は
古
く
か
ら
ア
テ
材

生
産
で
よ
く
知
ら
れ
た
林
業
地
帯
で
あ

り
、
今
も
有
力
な
地
場
産
業
と
し
て
活

動
を
続
け
て
お
り
、
伝
統
工
芸
初
め
建

築
用
材
と
し
て
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

近
年
は
北
洋
材
を
利
用
し
た
木
材
産
業

の
発
展
も
目
覚
ま
し
く
北
洋
材
製
品
の

一
大
生
産
地
と
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
ア
テ
材
は
じ
め
県
産
材
の
生

産
振
興
と
、
北
洋
材
製
品
の
供
給
基
地

と
し
て
ま
す
ま
す
発
展
す
る
も
の
と
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
の
東
京
大
会
で
は
、
木
材
不
況

か
ら
の
脱
却
を
願
っ
て
、「
新
た
な
飛
躍

の
た
め
の
改
革
・
創
造
・
挑
戦
」
と
い

う
命
題
を
掲
げ
、「
環
境
税
の
創
設
」、「
中

小
企
業
対
策
」、「
木
材
・
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
利
用
推
進
」、「
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
の
普
及

と
表
示
制
度
の
創
設
」、「
違
法
伐
採
拒
否

と
Ｗ
Ｔ
Ｏ
関
税
堅
持
」
な
ど
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
、
関
係
の
皆
様
か
ら
各
般

の
ご
支
援
を
頂
き
な
が
ら
、
業
界
は
自

助
努
力
を
続
け
て
参
り
ま
し
た
。

　
こ
の
一
年
間
、
我
が
国
の
経
済
は
、

長
引
く
デ
フ
レ
の
な
か
で
、
好
調
な
外

需
に
支
え
ら
れ
て
回
復
基
調
に
あ
り
、

途
中
に
踊
り
場
が
あ
っ
た
も
の
の
現
在

は
順
調
に
推
移
し
て
い
る
と
見
ら
れ
て

い
ま
す
。
当
初
の
予
想
で
は
本
年
度
の

実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
、
対
前
年
比
プ
ラ
ス
一

・
六
％
程
度
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
中
東
情
勢
の
不
安
定
、
石
油

価
格
の
値
上
が
り
、
公
共
投
資
に
依
存

し
て
き
た
地
域
経
済
の
低
迷
等
今
後
の

景
気
回
復
に
不
安
材
料
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
情
勢
の
下
で
地
域
や
業
種
に

よ
っ
て
景
況
感
が
大
き
く
異
な
り
、
木

材
業
界
は
じ
め
地
域
密
着
型
産
業
は
ま

だ
ま
だ
景
気
回
復
の
実
感
が
沸
い
て
こ

な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　
特
に
、
新
築
住
宅
着
工
数
は
今
の
と

こ
ろ
前
年
を
や
や
上
回
る
ペ
ー
ス
で
推

移
し
て
い
る
も
の
の
、
木
造
率
の
低
下
、

木
造
着
工
面
積
の
低
下
な
ど
の
た
め
木

材
需
要
は
減
少
傾
向
を
見
せ
て
お
り
、

従
っ
て
材
価
も
依
然
と
し
て
弱
含
み
に

推
移
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
木
材
業

界
の
み
な
ら
ず
、
地
域
の
森
林
・
林
業

に
も
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
我
々
に
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
は
、
木
材
産
業
が
新
し
い
時
代

の
要
求
に
応
え
ら
れ
る
産
業
に
脱
皮
し
、

木
の
文
化
の
再
構
築
を
目
指
し
た
自
己

改
革
に
取
組
ん
で
い
く
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
併
せ
て
、
木
材
利
用
の
推
進
、
需

要
の
拡
大
の
た
め
に
は
、
環
境
、
健
康

に
優
し
い
自
然
素
材
で
あ
る
と
い
う
木

材
固
有
の
特
性
に
加
え
て
、
住
宅
部
材

と
し
て
品
質
性
能
の
優
れ
た
、
施
工
性

の
高
い
木
材
製
品
を
、
品
質
・
規
格
、

産
地
な
ど
を
明
確
に
表
示
し
て
安
定
的

に
供
給
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
こ
と

で
あ
り
ま
す
。
ま
た
消
費
者
の
目
線
に

立
っ
て
、
健
康
、
環
境
に
優
し
い
「
木

づ
か
い
運
動
」
を
積
極
的
に
推
進
し
て

い
く
こ
と
も
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
地
球
温
暖
化
防
止
を
掲
げ
た

京
都
議
定
書
の
目
標
達
成
の
た
め
、
木

材
生
産
と
利
用
を
通
じ
た
活
発
な
林
業

経
営
が
、
　
吸
収
源
対
策
と
し
て
の
健

全
な
森
林
の
育
成
に
と
っ
て
極
め
て
重

要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
木

材
の
利
用
推
進
の
担
い
手
と
し
て
、
木

材
産
業
の
果
た
す
役
割
は
大
き
く
且
つ

重
要
で
あ
り
ま
す
が
、
現
下
の
厳
し
い

経
営
環
境
の
中
で
は
十
分
に
期
待
に
応

え
ら
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
木
材
利
用
は
環
境
負
荷
ま

た
資
源
循
環
の
観
点
か
ら
国
と
し
て
の

重
要
な
政
策
課
題
で
あ
る
と
考
え
ま
す

が
、
木
材
利
用
の
重
要
性
の
Ｐ
Ｒ
は
ま

だ
ま
だ
不
十
分
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。

　
そ
こ
で
木
材
産
業
の
活
性
化
と
木
材

需
要
拡
大
に
つ
い
て
行
政
に
よ
る
財
政

的
、
制
度
的
支
援
が
是
非
と
も
必
要
で

あ
り
ま
す
。
そ
の
財
源
と
し
て
昨
年
来

議
論
さ
れ
て
き
た
環
境
税
の
創
設
を
今

年
こ
そ
現
実
の
も
の
に
す
る
必
要
が
あ

り
、
全
木
連
と
し
て
も
全
力
を
尽
く
し

ま
す
。

　
業
界
を
取
り
巻
く
状
況
は
ま
だ
ま
だ

予
断
を
許
し
ま
せ
ん
が
、
木
材
業
界
は

森
林
・
林
業
の
よ
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
、
ま
た
地
域
の
数
少
な
い
産
業
と
し

て
、
業
界
一
丸
と
な
っ
て
こ
の
苦
境
を

乗
り
切
っ
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
列
席
の
関
係
行
政
機
関
、
関

係
団
体
の
皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
日
、

栄
え
あ
る
表
彰
を
受
賞
さ
れ
る
方
々
に

は
、
長
年
に
わ
た
る
ご
精
進
と
ご
労
苦

に
対
し
深
甚
な
る
敬
意
を
表
し
ま
す
と

と
も
に
、
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
最
後
に
、
本
大
会
の
開
催
に
あ
た
り
、

全
面
的
に
ご
支
援
、
ご
協
力
い
た
だ
い

た
全
木
連
北
陸
支
部
並
び
に
石
川
県
木

連
の
皆
様
方
に
改
め
て
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
、
私
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

CO2

林
野
庁
長
官
感
謝
状

▼
北
海
道
＝
佐
藤
教
誘
▼
新
東
京
＝
阿

部
信
義
▼
原
木
＝
長
谷
川
健
治
▼
木
場

製
材
＝
渡
辺
雄
太
郎
▼
富
山
＝
田
邊
嶽

之
▼
長
野
＝
菅
沼
盛
和
▼
岐
阜
＝
丸
山

輝
城
▼
愛
知
＝
横
井
敬
司
▼
滋
賀
＝
薗

田
昭
三
▼
岡
山
＝
片
山
道
人
▼
熊
本
＝

佐
藤
仁
郎
▼
大
分
＝
玖
珠
木
材
協
同
組

合
▼
本
部
＝
齋
藤
芳
光

全
木
協
連
会
長
表
彰
状

▼
北
海
道
＝
北
村
嘉
夫
、
佐
々
木
彰
郎

▼
秋
田
＝
小
笠
原
高
志
▼
福
島
＝
和
田

正
光
、
木
村
昭
太
郎
▼
茨
城
＝
内
山
秀

也
、
黒
須
昇
▼
千
葉
＝
平
野
雅
敏
、
榎
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〔流通部門〕

〔製造部門〕

当月の状況

来月の見通し

当月の状況

来月の見通し

プレカットの動向
受注後、加工ま
での待ち時間

3か月後相場予想

3か月後相場予想

1ヵ月以内 1ヵ月 1ヵ月以上

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材
建 材

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

頻度
乾燥材取引の

―　4　―

増　　加 減　　少

保ち合い

保ち合い

強　含　み

強　含　み 弱　含　み

変らず

弱　含　み
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木
づ
か
い
応
援
団

　　　　プ
ロ
野
球
マ
ス
タ
ー
ズ
リ
ー
グ
開
幕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
木
連
か
ら
も
観
戦

10月分集計表
モニター数92　　回答数58　　回収率63％

増加34％（20）
増加26％（15）
上昇　7％（　4）
上昇29％（17）

増加29％（17）
増加17％（10）
上昇21％（12）
上昇33％（19）

42％（21）
22％（10）
17％（　8）
16％（　8）
11％（　5）

44％（24）

減少12％（　7）
減少22％（13）
下降　3％（　2）
下降　0％（　0）

減少14％（　8）
減少16％（　9）
下降　0％（　0）
下降　2％（　1）

　2％（　1）
　2％（　1）
　4％（　2）
10％（　5）
　2％（　1）

　0％（　0）

56％（28）
76％（35）
79％（36）
74％（37）
87％（38）

56％（31）

変わらず54％（31）
変わらず52％（30）
変わらず90％（52）
変わらず71％（41）

変わらず57％（33）
変わらず67％（38）
変わらず79％（46）
変わらず65％（38）

モニター数98　　回答数64　　回収率65％

増加33％（21）
増加23％（15）
上昇　9％（　6）
上昇35％（24）

増加19％（12）
増加17％（11）
上昇　5％（　3）
上昇20％（13）

18％（　5）
22％（　4）
37％（10）
12％（　5）

37％（　7）

78％（21）
72％（13）
63％（17）
71％（30）

58％（11）

減少20％（13）
減少25％（16）
下降　6％（　4）
下降　5％（　3）

減少14％（　9）
減少14％（　9）
下降　1％（　1）
下降　9％（　6）

　4％（　1）
　6％（　1）
　0％（　0）
17％（　7）

　5％（　1）

変わらず47％（30）
変わらず52％（33）
変わらず85％（54）
変わらず60％（37）

変わらず67％（43）
変わらず69％（44）
変わらず94％（60）
変わらず71％（45）

か
い
応
援
団
と
し
て
国
産
材
の
利
用
推

進
を
応
援
し
て
い
ま
す
。」と
い
う
大
き

な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
掲
示
さ
れ
て
（
写
真
）、

観
衆
の
注
目
を
集
め
た
。

　
マ
ス
タ
ー
ズ
リ
ー
グ
は
、
来
年
一
月

二
十
二
日
ま
で
全
国
で
二
十
試
合
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。
リ
ー
グ
で
は
「
木
づ

か
い
運
動
係
」（
０
３
　―
３
６
６
８
　―
５

２
５
６
牧
野
、
金
井
）
を
設
け
て
、
チ

ケ
ッ
ト
の
申
し
込
み
に
対
応
し
て
い
る
。

　
今
年
か
ら
「
木
づ
か
い
応
援
団
」
に

委
嘱
さ
れ
た
、
プ
ロ
野
球
マ
ス
タ
ー
ズ

リ
ー
グ
の
開
幕
戦
が
、
十
一
月
三
日
に

東
京
ド
ー
ム
で
行
わ
れ
、
全
木
連
事
務

局
か
ら
も
後
藤
副
会
長
以
下
が
観
戦
し
、

応
援
し
た
。

　
開
幕
戦
に
は
二
万
五
千
人
の
観
衆
が

集
ま
っ
た
が
、
バ
ッ
ク
ス
ク
リ
ー
ン
の

オ
ー
ロ
ラ
ビ
ジ
ョ
ン
に
は
、
試
合
前
、

試
合
中
に
数
度
、「
み
ん
な
で
止
め
よ
う

温
暖
化
　
マ
ス
タ
ー
ズ
リ
ー
グ
は
木
づ

‥


